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燃料油価格抑制、首相と経産相ら協議

岸田文雄首相は6日、原油高を受けたガソリンなど燃料油の価格抑制策をめぐ

り、萩生田光一経済産業相らと首相公邸で協議した。価格急騰を抑えるため石油

元売り会社に支給している補助金の引き上げや、財源確保策などがテーマになっ

たとみられる。多田明弘経産事務次官、保坂伸資源エネルギー庁⾧官らも同席し

た。

ウクライナ情勢の緊迫化によって原油価格は騰勢を強めている。補助金だけで店

頭価格の上昇を抑えられるかは不透明で、2021年度補正予算で確保した財源800

億円が不足する可能性も指摘されている。
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NY原油市場 一時1バレル93ドルまで上昇続く

ニューヨーク原油市場では国際的な先物価格の上昇が加速しています。

ニューヨーク原油市場では4日、国際的な指標となるWTIの先物価格が7年4か月ぶりに1バレル90ド

ルを超えた前の日に続いて上昇し、一時93ドルを超える高値水準に達しました。終値は前の日より

2ドル4セント高い1バレル92ドル31セントで、原油価格の上昇が加速しています。

市場では世界的な原油の供給量不足を背景にウクライナ情勢が緊迫する中、4日に発表されたアメ

リカの1月の雇用統計で景気の動向を敏感に反映する「非農業部門の就業者数」が市場の予想を大

幅に上回るなど、コロナ禍で打撃をうけた経済の回復に伴い原油の需要がさらに高まることが警戒

され買い注文が集まりました。

原油の価格高騰が続けばインフレ圧力が一段と強まるおそれがあり、今年の11月に中間選挙を控え

る中⾧引く物価上昇のリスクを抑えたいバイデン政権にとって厳しい状況が続いています。
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北海道のCO2排出量48%減目指す　目標大幅に積み増し

北海道は4日、2030年度の二酸化炭素排出量を13年度比で48%減の3581万トンと

する新たな目標案を発表した。21年に公表した従来目標は35%減の2551万トン

だった。政府の目標（46%削減）を上回る規模で、新エネルギーの導入や省エネ

効果、森林吸収量を積み増して実現を目指す。

北海道環境審議会で決める。主な削減規模は省エネルギー効果が1596万トン（従

来目標は1112万トン）、新エネルギー導入が658万トン（同571万トン）。森林

による吸収分は850万トン（同480万トン）、農地土壌や都市緑化が292万トン

(277万トン)に、それぞれ従来目標を大幅に上方修正した。

省エネでは産業部門で生産額あたり年1%減らす計画。業務部門ではオフィス床面

積あたり年1.5%、家庭部門も世帯あたり年2%、運輸部門では自動車1台あたり年

2.5%をそれぞれ削減する。


